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令和５年２月６日高林中学校
第１０号２学年だより
文責：緑川（表面）

山崎（裏面）

寒波が押し寄せ、雪が降ることが増えてきました。校庭の雪もなかなかとけずに残って
いますが、生徒は、この寒さに負けずに授業や部活動に励んでいるところです。

さて、２月２日に、２学年で
は立志式を行いました。一人一
人が立志の意味を理解し、将来
の生き方について考えることが
できました。

立志式では、一人一人の夢や目標に
ついての宣言を行いました。こんな人
になりたい、こんな職業に就きたい、
こんな生き方をしていきたいなどと、
堂々と宣言することができました。内
容がとても素晴らしく、聞いていてと
ても頼もしく感じました。中には、マ
イ・チャレンジでの経験から自分の生

き方を考えている生徒もいて、キャリア教育が生きていることにうれしく思いました。学
校での様々な取組が、生徒の夢や目標につながってくるので、私たち教員も背筋が伸びる
思いがしました。
宣言の後は、親子での手紙の交

換です。生徒は、１ヶ月以上前か
らどんな内容にするかを考え、思

。いを込めて手紙を書いていました
日頃は、気恥ずかしくてなかなか
言えないことも、手紙を通してな
ら伝えられます。思春期真っ只中
だと、親と話すことも少なくなる
ため、今回の立志式は、それぞれの思いを伝え合う良いきっかけとなったのではないでし
ょうか。
式歌合唱では 「未来へ」という歌を歌いました。母と子の思いを描いたメッセージ性、

の高い曲を、気持ちを込めて歌うことができました。直前までうまくまとまらずに苦労し
ましたが、音楽科の先生の力を借りながら、最後はとても感動的な合唱になりました。
式の最後は、小さい頃の写真のスライドショーでした。どの写真もかわいい姿で映って

おり、今と比べると改めて大きくなったことを実感したのではないでしょうか。とても温
かい雰囲気で立志式を終えることができました。

立志式の後は、親子制作ということで 「ハーバリウム」、
を作りました。色彩感覚が皆、素晴らしく、とてもおしゃれ
な作品を作ることができました。立志式の記念として、是非
大切に飾ってください。

、 、 、保護者の皆様 お忙しいところ 立志式に御参加いただき
大変ありがとうございました。

☆２月の行事

７日（火）学年集会 心のアンケート ２２日（水）専門委員会
８日（水）期末テスト（国・社） ２３日（木）天皇誕生日

専門委員会 ２７日（月）小中一貫長縄跳び大会
９日（木）期末テスト（英・理・数） 清掃箇所交換日

１１日（土）建国記念の日 ２８日（火）3年生を送る会
１４日（火）読み聞かせ（朝）
１５日（水）生徒総会

立志とは・・・志を立て、それを成し遂げようと決
心すること
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立志式を終えて

立志式実行委員長 永原陽光

立志式を終えて、誓いの言葉、合唱曲「未来へ」などは、
幾度も練習を重ね、成功できました。この立志式の良かった
点や反省点を生かし、次の３年生を送る会や卒業式の準備な
どもしっかり取り組んでいきたいです。

立志式副実行委員長 室井莉音

短期間の練習で行った立志式でしたが、全てを通して成功
することができて良かったです。また、自分で立てた将来の
夢や目標に向かって頑張りたいです。

司会者 阿部進次郎

立志式を終えて、自分の夢や目標について改めて考えるこ
とができました。誓いの言葉を覚えたり、合唱の練習は時間
がなくて大変だったけれど、最終的に一人一人が団結して最
高の立志式ができたと思います。
司会をやってみて、達成感があったので、これからはどん

なことも自分で進んでやってみたいと思いました。

司会者 菊地夏音

私は今回の立志式で司会を務めました。昨年は学校行事に
ほとんど参加できていなかったため、こうやって行事に参加
し、クラスの役に立てることがどんなに嬉しく、有り難いこ
となのかを実感することができました。クラス全員の夢が叶
うといいなと思います。

式歌伴奏者 後藤千百合

自分がやるべきことを後回しせず、今やることがとても大
事だなと改めて思いました。
これからも夢に向かって勉強、学校生活などに励みたいで

す。

式歌指揮者 小森一真

誓いの言葉では、ユーモアも交えながらも各々が一生懸命
に宣言をすることができ、合唱では練習を始めたときとは見
違えるほど素晴らしい歌を保護者にお届けすることができま
した。笑いあり、涙ありの思い出に残る立志式になったと思
います。

いよいよ３年生！！

３月１１日（土）に、卒業式が行われます。今の２学年も約１か月
後には最高学年となります。生徒には、心の準備をしっかりしておく
よう、伝えています。まずは、２月２８日（火）に行われる３年生を
送る会や、卒業式の歌の練習、準備などを学校のリーダーとして行っ
ていきます。教師からの指示待ちではなく、自分たちで考え、行動で
きるように支援していきたいと思っています。次年度へ向け、更に成
長した姿を見せてくれることでしょう。


